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　一講　演一

◇教授

電氣三學會蓮合大會

◇教授

特性」同上（同上）

星合正治，腐申泓澄「メテム漏洩とピード巻き」

　　　　　於京都大學（1951・5・5）

星合正治，森脇義雄，猪瀬博「表面波線路の諸

　　◇教授　後藤以紀「最少綴電器融で最少接黙敷の綴電器

　　回路綱の構成について」同上（同上）

・　◇教授　澤井善三郎，木村哲「共振型材料疲勢試験機」

　　同E（同上）

　　◇助教授　丹羽登，佐下橋市太郎「超昔波探侮法による

　　斉種鋼材め検査」同上（同上）

　　◇教授　藤高周ZF外「150kV級避雷器の動作責務試験」

　　同上（1951．5．6）

　　◇教授　高木昇，尾上守夫「水晶共振子の蒸登電極」同
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◇助教授　齋藤成文「4000MCにおける為周波ケ’ブル

および導波管の減衰定敷の測定」同上（同上）

◇助教授　中西邦雄，木内義也「低塵空氣中の金属電弧」

同上（同上）　　　　曲　　　　　　　　　　　　　　　　　／

◇助教授　野村民也，黒川兼行「電子管式微分解析機」　　　　’

同上（同上）　　　　　　　　1

◇助教授　松下幸雄「溶融スラッグの起電内について

一とくに溶鑛燈スラッグ犀ついて・・r－j日本學衛振興

會19小委員會　製鋼分科會於協和會館（1951・6・16＞

　一寄稿一
◇講師　藤森榮二「螢光反鷹に關する碗究（第5報）

酸アミドおよび蛋白質の螢光反慮」日本化學難誌72，417

（1951）

◇講師　藤森榮二「有機化合物の螢光分析」有機合成協

會誌（1951．5）　　　　　　　　　　　　・

　一著　書一
◇教授　高橋安人編　高橋安人，大島康衣郎，他4名，

「コント・一ル・エンジニアー自動制御の實際費料一J

B5版115頁250圓　誠文堂新光杜（1951・6・10獲行）、

　　　　　　　　　　　　　’，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一筆　　者

◇蕪重寛九郎’本所所長　科學技術行政協議會協議員

，◇離安人獺（生研）xpa騨騒編
◇大藤郷助獺（生研）轍　醐難學
◇桑井　源禎　　〃　（生研）　專攻　　　化學機械學

◇餅善三郎教授（thm）xre轍離肇・

　紹　　分一

　◇爾由節雄
　◇輻田義民
．◇紛澤秀夫

◇外岡英徳
◇加古五郎
◇伊澤計介

教授（工學部）工博　專攻獲邊配電工學
〃（生研）　工博　專攻化學工學
日立製作所目立工場
　　機械設計部氷力設計課調速機械係長
日立製作所日立工揚・〃　　課員
山武計器株式會肚研究部々員
特研生（工學部・計測）

／

編　集　後　配

　　◇初秋を迎えて，いよいよ待望の自

　　動制御の特集號が誕生した。思えば

　　昨年9月工業計測特集號が生れてち
‘　　ようど1年目である．最近，生産工

　　業の廣い分野で自動制御が注目さ
　　れ，わが國でもすでに製鐵・製油・

　　嚢電その他で實施されている．自動

　　制御の研究は，本硯矧の・最も特長
　　　とするところで，今後とも各分野の

　　研究者の協力が必要であろう．本號

　　ではその原理・サμボ・プロセス・
　　電氣機器の制御とそれらの鷹用を廣

　　　く掲載することとした．

　　◇日本における自動制御の研究につ

いて所長の論読をいた穿き，口絃な
らびに本丈にはf’ R武計器，日本鋼
管，日本石油，東京計器，日立製作

所の諸氏および本所自動制御研究會

の方々の多大の御援助をいたS’き，

ここに厚く御禮申上げるt－

◇この特集を机上に邊ると10月號
から幾分編集方針がi墜りしばらく特

集は姿を消すであろう．そして本所

内の研究をZF易にかかれた竜のが主

燈となるであろう。讃者諸氏の御期

待を望む．

◇なお」曾淵正美氏の「電子管式プロ

セス制御」の論丈が都合で次號10

月回わしになつたことをおわびと共

におしらせずる．（EF）

　　　　編　集委　員

編集委員長

編集委員　山田嘉昭
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　　　　　＊森脇義雄．
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友田宜孝
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濱口隆一

　　　　　　星野昌一
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編集幹事　　下村潤二朗

－編　集　室　水野晴明

　　　　　　（＊印は當番委員）
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